
主な大気汚染物質（測定項目） 

物質名 略称 説明 

二酸化硫黄 SO2 

石油、石炭等が燃焼したときに発生するもので、高濃度で呼吸器に

影響を及ぼすほか、森林や湖沼などに影響を与える酸性雨の原因物

質になると言われている。 

二酸化窒素 NO2 

発生源は、工場・事業場、自動車、家庭等であり、高濃度で呼吸器

に影響を及ぼすほか、酸性雨及び光化学オキシダントの原因物質に

なると言われている。 

一酸化炭素 CO 
炭素化合物の不完全燃焼等により発生し、血液中のヘモグロビンと

結合して、酸素を運搬する機能を阻害するなどの影響を及ぼす。 

オキシダント OX 

大気中の窒素酸化物や炭化水素が太陽の紫外線を受けて化学反応

を起こし発生する汚染物質で、光化学スモッグの原因となり、高濃

度では、粘膜を刺激し、呼吸器への影響を及ぼす。 

浮遊粒子状物質 SPM 

浮遊粉じんのうち、１０μｍ以下の粒子状物質のことをいい、ボイ

ラーや自動車の排出ガス等から発生するもので、大気中に長時間滞

留し、高濃度で肺や気管などに沈着して呼吸器に影響を及ぼす。 

微小粒子状物質 PM2.5 

大気中に浮遊している2.5μm（1μmは1mmの千分の1）以下の小さな

粒子のことで、非常に小さいため肺の奥深くまで入りやすく、呼吸

系への影響に加え、循環器系への影響が心配されています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


